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３
月
25
日
以
来
８
ヶ
月
ぶ
り

と
な
る
本
部
団
体
交
渉
が
、
11

月
15
日
（
月
）
午
前
11
時
か
ら

盛
岡
市
「
泉
金
ビ
ル
」
会
議
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
８
ヶ
月
も
開
催
さ
れ

な
か
っ
た
問
題
を
追
及
し
、「
少

な
過
ぎ
る
の
は
気
に
し
て
い

た
」
と
の
回
答
を
引
き
出
し
、

早
急
に
次
回
団
体
交
渉
に
応
諾

す
る
方
向
を
確
認
し
ま
し
た
。

実
施
を
「
ず
る
ず
る
延
ば
さ

な
い
」
と
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
労
働
時
間
短
縮
＝
昼
休
み

１
時
間
＝
は
、
未
だ
に
赤
字
、

黒
字
に
拘
泥
さ
れ
、「
赤
字
の

実
態
で
は
実
施
で
き
な
い
」
と

回
答
。
国
家
公
務
員
は
２
年
、

同
じ
岩
手
県
職
員
が
１
年
も
時

短
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
を
追

及
す
る
中
で
、「
現
在
は
収
支

が
改
善
し
て
き
て
い
る
の
で
、

１
月
の
状
況
を
見
て
、
４
月
実

施
へ
検
討
し
た
い
」
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
病
院
業
務
手
当
の

日
額
化
に
つ
い
て
は
、
作
業
が

遅
れ
て
い
る
事
を
認
め
さ
せ
、

４
月
実
施
へ
向
け
、
素
案
が
で

き
た
ら
組
合
に
提
示
す
る
こ
と

と
さ
せ
ま
し
た
。

団
体
交
渉
の
多
く
の
時
間
を

年
末
年
始
の
労
働
条
件
に
費
や

し
ま
し
た
。
昨
年
、「
１
月
１

日
だ
け
は
非
番
を
割
り
振
ら
な

い
」
と
回
答
し
、
交
替
制
の
現

場
が
混
乱
し
ま
し
た
。
年
末
年

始
は
特
別
な
期
間
か
、
と
の
追

及
に
、「
世
の
中
一
般
で
は
そ

う
だ
」
と
、
毎
年
、
年
末
年
始

６
連
休
の
医
療
局
長
は
人
ご
と

の
よ
う
に
回
答
。
現
場
の
声
と

し
て
、「
職
場
の
み
ん
な
の
協

力
で
夜
勤
を
こ
な
し
な
が
ら

も
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
も
が
ん
ば

っ
て
き
た
」、「
年
末
年
始
に
は

非
番
を
割
り
振
ら
な
い
で
ほ
し

い
」
と
働
い
て
い
る
職
員
が
納

得
で
き
る
労
働
条
件
を
と
、
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
の
病

院
で
年
末
年
始
の
勤
務
希
望
を

締
め
切
り
、
勤
務
割
の
作
成
を

強
引
に
進
め
て
い
る
実
態
も
指

摘
し
、
昨
年
の
よ
う
な
病
院
毎

に
労
働
条
件
が
違
う
の
で
は
な

く
、
統
一
対
応
す
る
よ
う
協
約

締
結
を
追
及
し
ま
し
た
。

医
療
局
長
は
、「
休
み
を
減

ら
せ
、
と
は
言
っ
て
い
な
い
」

と
し
、
早
急
に
事
務
的
に
詰
め

る
こ
と
を
指
示
し
ま
し
た
。

他
の
課
題
は
、
交
渉
す
る
時

間
が
な
く
な
り
、
三
六
協
定
、

増
員
、
一
時
金
問
題
な
ど
は
、

次
回
団
体
交
渉
の
課
題
と
し
ま

し
た
。

県
職
員
全
体
の
賃
金
、
労

働
条
件
の
改
善
に
向
け
、
地

公
共
闘
（
地
方
公
務
員
共
闘

会
議
）
に
参
加
し
、
県
庁
座

り
込
み
、
ジ
ャ
ン
ボ
葉
書
な

ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
県
当

局
と
交
渉
し
て
き
ま
し
た
。

11
月
11
日
に
は
、
座
り
込

み
を
背
景
に
、
総
務
部
長
交

渉
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、

育
児
時
間
の
ま
と

め
取
り
、
年
次
と

の
調
整
緩
和
、
短

期
介
護
休
暇
の
要
件
緩
和
な

ど
、
前
進
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
来
年
３
月
で
終
わ
る
は

ず
の
特
例
減
額
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
国
の
予
算
を
見
な
い

と
、
明
言
出
来
な
い
、
と
い

う
対
応
に
終
始
。
引
き
続
き
、

２
月
県
議
会
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。

地
公
共
闘
、総
務
部
長
と
交
渉

育
児
支
援
で
前
進
回
答

地
公
共
闘
、総
務
部
長
と
交
渉

育
児
支
援
で
前
進
回
答

地
公
共
闘
、総
務
部
長
と
交
渉

育
児
支
援
で
前
進
回
答

団交で回答する田村医療局長（右から4人目）

団交で年末年始追及
　労働時間短縮は４月実施
団交で年末年始追及
　労働時間短縮は４月実施

３月以来８ヶ月ぶり３月以来８ヶ月ぶり
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退 勤 時 間 調 査
超過勤務きちんと書いてますか?超過勤務きちんと書いてますか?超過勤務きちんと書いてますか?

団
結
が
ん
ば
ろ
う

団
結
が
ん
ば
ろ
う

団
結
が
ん
ば
ろ
う

に
つ
い
て
「
岩
手
町
の
医
療
と

福
祉
を
守
る
会
」
の
愛
木
タ
エ

子
さ
ん
が
報
告
。
愛
媛
、
広
島

か
ら
も
特
別
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。二

日
目
は
、
各
職
場
、
地
域

で
の
取
り
組
み
や
意
見
交
換
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

県
医
労
か
ら
の
参
加
者
は
６

支
部
・
本
部
11
名
で
し
た
。

旧
沢
内
村
の
深
沢
村
長
が
「
人

命
の
格
差
は
絶
対
許
さ
な
い
。

生
命
の
商
品
化
は
断
じ
て
許
せ

な
い
と
考
え
る
こ
と
に
無
理
が

あ
ろ
う
か
」
と
執
筆
し
て
い
る

こ
と
を
述
べ
、「
今
、
深
沢
晟

雄
が
生
き
て
い
た
ら
、
ど
ん
な

に
憤
慨
し
た
こ
と
か
と
思
う
」

と
自
治
体
立
病
院
の
存
続
を
訴

え
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
改

め
て
、「
自
治
体
立
病
院
の
役

割
と
責
任
が
理
解
で
き
た
」
と

感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
医
労
連
の
山

田
真
巳
子
副
委
員
長
が
問
題
提

起
し
、
秋
田
公
立
米
内
沢
病
院

か
ら
「
分
限
免
職
処
分
差
止
訴

訟
」
の
連
帯
報
告
、
岩
手
か
ら

沼
宮
内
病
院
を
守
る
住
民
運
動

提
出
等
、
今
後
の
取
り
組
み

を
確
認
し
、
参
加
者
か
ら
の

決
意
表
明
で
意
志
統
一
を
行

な
い
ま
し
た
。

11
日
の
要
求
書
の
回
答
指

定
日
に
あ
わ
せ
、
11
月
12
日

（
金
）、
県
医
労
第
２
次
統
一

行
動
・
早
朝
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

一
戸
支
部
で
は
回
答
書
の

内
容
や
人
事
異
動
要
求
書
の

全
国
の
自
治
体
立
病
院
や
公

的
病
院
労
組
の
交
流
集
会
が
11

月
３
、
４
日
の
２
日
間
、
つ
な

ぎ
温
泉
「
愛
真
館
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
映
画
「
い
の
ち
の

山
河
」
の
原
作
者
で
あ
る
及
川

和
男
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
及
川
さ
ん
は
、

日本医労連の全国統一退勤時間調査にあわせて、県医
労では現在までに12支部が退勤時間調査を実施しまし
た。ほとんどの支部で19時30分、20時を過ぎても多くの日
勤者がまだ勤務している状況でした。
「研修があると時間外が書きづらい」「電カル導入で超

勤が多い、とっても大変」「具合が悪くても、今の人員配置
では休めない」など、この調査を通して様 な々SOSの声が寄
せられます。まだ実施していない支部は今からでも取り組み
をアピールしましょう！

講演する及川和男さん

11
月
８
日
中
部
支
部

11
月
11
日
千
厩
支
部

11
月
10
日
東
和
支
部

11
月
４
日
中
央
支
部

「
生
命
村
長
」の

深
沢
晟
雄
に
学
び
、納
得
！

〜
自
治
体
病
院
労
組
全
国
交
流
集
会
〜

〜
自
治
体
病
院
労
組
全
国
交
流
集
会
〜
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10
月
29
日
〜
30
日
に
か
け
、
対

象
者
32
名
を
含
む
計
46
名
の
参

加
者
で
「
県
医
労
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
に
入
っ
て
も
、
な
か
な

か
組
合
の
意
味
や
労
働
者
の
権

利
な
ど
に
つ
い
て
知
る
機
会
が

な
い
の
が
現
状
で
す
。
主
に
新
入

組
合
員
を
対
象
と
し
た
こ
の
本

部
企
画
は
、
組
合
と
は
何
か
、
そ

し
て
県
医
労
が
ど
ん
な
運
動
を

し
て
き
た
の
か
、
ま
た
は
、
自
分

達
の
権
利
に
つ
い
て
等
、
労
働
者

と
し
て
組
合
員
と
し
て
の
基
礎

知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
学

習
の
場
で
す
。
参
加
者
か
ら
の
感

想
の
中
で
も
「
組
合
や
県
病
の
成

り
立
ち
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
」、「
職
場
の
権

利
が
様
々
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
」、

「
も
っ
と
権
利
を

使
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
た
」
等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
学
習
の
み
な
ら
ず
、
他

の
支
部
の
組
合
員
と
の
交
流
や

情
報
交
換
が
出
来
る
企
画
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
例
年
、
本
部
青

年
部
が
担
当
し
て
い
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
チ
ー
ム
対
抗

早
押
し
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
、
違

う
病
院
の
人
と
も
楽
し
み
な
が

ら
交
流
し
ま
し
た
。
夕
食
交
流
会

で
も
チ
ー
ム
対
抗
ゲ
ー
ム
や
、
け

ん
じ
ワ
ー
ル
ド
無
料
招
待
券
を

賭
け
た
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど

で
大
盛
り
上
が
り
し
な
が
ら
参

加
者
同
士
打
ち
解
け
合
っ
て
い

ま
し
た
。

２
日
目
に
行
わ
れ
た
グ
ル
ー

プ
討
議
で
は
、「
他
の
病
院
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
」、「
日

頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
せ
て

良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
の
他
に

も
、「
新
人
は
、
今
年
か
ら
一
年

間
は
超
勤
を
書
け
な
い
と
師
長

か
ら
言
わ
れ
た
」
な
ど
、
未
だ
に

労
働
基
準
法
を
理
解
し
て
い
な

い
管
理
者
が
い
る
な
ど
切
実
な

実
態
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
参
加

の
き
っ
か
け
は
、「
先
輩
や
職
場

の
人
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
」
が
多

く
を
占
め
ま
す
。
今
年
参
加
し
た

人
は
是
非
来
年
の
新
入
組
合
員

に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。
今
年
参

加
出
来
な
か
っ
た
方
は
、
来
年
是

非
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
組
合
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し
ま

し
ょ
う
！

11月6日（土）に開催した山田支部の支部旅行には、子ども11名
を含む総勢24名が参加しました。
この日は絶好の行楽日和。山田駅を7時30分に出発し、平泉中
尊寺（きく祭り）～前沢牛オガタでステーキ～東北ニュージーランド村
～前沢サービスエリアでお土産購入＆休憩～山田駅に19時に着き
ました。
バスの中では、職場（病院・白衣）から解放され、気の合った

仲間や家族と和気あいあい、日ごろのストレスを癒やしていました。
昼食は、なかなか食することの無い 

前沢牛（200㌘）を思い思いに焼いて
ほおばっていました。今回の旅行で、ま
すます組合の親睦を深めることが出来
ました。 （Ｋ）

「組合って？」「権利って？」を学ぶ

賞品目指してジャンケン大会

☆
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
☆

組
合
を
学
び
、楽
し
く
交
流

☆
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
☆

組
合
を
学
び
、楽
し
く
交
流

食欲の秋を満喫　　　山田支部旅行
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岩
手
医
労
連
主
催
の
「
第
２

回
安
全
衛
生
委
員
会
・
36
協
定
学

習
会
」
は
、
11
月
13
日
盛
岡
市
玉

山
区
「
ユ
ー
ト
ラ
ン
ド
姫
神
」
に

て
開
催
さ
れ
、
13
単
組
36
名
、
そ

の
う
ち
県
医
労
か
ら
は
10
名
の

参
加
で
し
た
。

午
前
は
各
単
組
か
ら
の
活
動

報
告
が
さ
れ
、
県
医
労
か
ら
は
８

支
部
・
本
部
か
ら
発
言
が
あ
り
、

「
20
時
間
を
超
え
る
と
組
合
に
怒

ら
れ
る
か
ら
」
と
協
定
の
締
結
を

組
合
攻
撃
に
使
っ
て
い
る
師
長

の
言
動
や
、
36
協
定
を
締
結
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
日
勤
が
終
わ
る

の
が
23
・
24
時
と
い
う
実
態
等

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
支
部
組
合
に
対
し

「
20
時
間
超
え
」
の
名
簿

が
提
出
さ
れ
て
い
る
病
院

が
あ
る
一
方
で
、
７
月
ま

で
し
か
提
出
さ
れ
て
い
な

い
病
院
や
月
１
回
し
か
提

出
さ
れ
て
い
な
い
等
、
締

結
通
り
進
ん
で
い
な
い
状

況
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、「
安
全
衛
生

委
員
会
と
36
協
定
の
取
り

組
み
方
」
と
題
し
て
、
全

医
労
本
部
・
三
浦
宣
子
中
央
執
行

委
員
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
36
協
定
を
時
間
数
の
協
議
だ
け

に
終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
」、「
職
場

毎
の
時
間
外
労
働
や
次
年
度
の

人
員
配
置
の
計
画
等
資
料
を
出

さ
せ
る
こ
と
」「
職
場
に
根
ざ
し

た
協
定
の
協
議
が
大
切
で
あ
り
、

協
定
の
更
新
に
簡
単
に
ハ
ン
コ

を
つ
い
て
は
い
け
な
い
こ
と
」

「
た
と
え
ば
休
憩
時
間
が
と
れ
な

か
っ
た
場
合
、
ど
こ
に
ど
う
書
く

の
か
、
き
ち
ん
と
決
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
」
等
、
具
体
的
な

示
唆
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
来
年
も
開

催
し
て
欲
し
い
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

県民の要求実現をめざす、11・13秋の県民集会が教育会
館で開催され、約400名が参加しました。
当日はロビーで、野菜・果物などのバザーや、署名コーナー

も設けられ、県医労でも大幅増員署名とチラシ配布に取り組
み、79筆を集約しました。（5ページ左上／写真）
記念講演は「平和を作り出す宗教者ネットinみやぎ」の事

務局長・川端純四郎さんが「安保50年と日本の進路～普天
間と消費税」と題して行い、「米日グローバル資本の支配から
脱却し､自分たちの未来を築くために市民・労働運動と地方
選挙による世論の変革が重要である」と話しました。
各団体からの要求パフォーマンスのあとのアピールウォーク

では、横断幕やのぼり旗を手に、シュプレヒコールを行いました。
県医労からは12支部・本部32名が参加しました。

なくせ！貧困と格差
守れ！平和・いのち・くらし・雇用・農業
               　　　　１１・１３秋の県民集会

昨年に引き続き2回目の開催となった学習会

横断幕でアピールウォーク！講師の川端純四郎さん

全医労本部の三浦中央執行委員

学
ん
で
良
か
っ
た
！

　時
間
外
書
く
こ
と
大
事
！

学
ん
で
良
か
っ
た
！

　時
間
外
書
く
こ
と
大
事
！

学
ん
で
良
か
っ
た
！

　時
間
外
書
く
こ
と
大
事
！

〜
衛
生
委
員
会
・
36
協
定
学
習
会
〜

〜
衛
生
委
員
会
・
36
協
定
学
習
会
〜
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11
月
15
、
16
日
（
月
、
火
）
の

８
時
か
ら
10
時
ま
で
の
２
時
間
、

久
慈
支
部
で
玄
関
前
署
名
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

署
名
行
動
へ
の
参
加
者
は
、

２
日
間
で
延
べ
５

名
と
少
な
か
っ
た

も
の
の
、
患
者
さ

ん
は
「
大
変
な
ん

だ
ね
」
と
快
く
署

名
に
協
力
。
な
ん
と
２
６
５
筆
集

ま
り
ま
し
た
。

大
勢
の
人
が
集
ま
る
県
民
集

会
で
、
署
名
を
た
く
さ
ん
集
め
よ

う
と
、
県
医
労
は
支
部
か
ら
参
加

し
た
組
合
員
に
も
チ
ラ
シ
配
布
、

声
か
け
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

署
名
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

集
会
開
始
前
の
短
時
間
に
、
79
筆

の
署
名
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

日
本
医
労
連
で
２
０
０
万
筆
集
約
を
目
指
し
て
い
る「
大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
を
」の
署
名
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

す
で
に
遠
野
支
部
で
は
10
月
19
、20
日
に
病
院
玄
関
前
署
名
を
行
い
２
２
０
筆
を
集
め
ま
し

た
。胆
沢
支
部
で
は
Ｏ
Ｂ
等
に
協
力
を
依
頼
し
、11
月
17
日
現
在
、１
３
０
０
筆
を
超
え
て
い
ま

す
。政

治
の
流
れ
も
私
達
を
後
押
し
す
る
か
の
よ
う
に
、民
主
党
、自
民
党
で
も
看
護
議
員
連
盟

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
決
定
し
、国
会
で
も
看
護
師
の
問
題
に
つ
い
て
追
及
し
て
い
ま
す
。

県
医
労
で
は
組
合
員
一
人
10
筆
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。２
０
０
万
筆
を
目
指
し
て
こ

れ
か
ら
も
署
名
活
動
を
、引
き
続
き
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

岩手医労連看護対策委員会は、委員長が
交代したことを受け、11月22日、県看護協会
と懇談しました。
医労連の中野委員長が今の厳しい実態

や、久常日本看護協会長が医労連の集会で
講演したことを説明。
それを受けて、兼田岩手県看護協会長は、

「岩手県の取り組みも、潜在看護師の掘り起
こしから離職させない取り組みへとシフトし
ている。はたらく環境を整えることが重要」
と話しました。看護協会からは兼田協会長、

姉帯理事、冨山事務局長、
医労連からは中野委員
長、 ○○○副委員長、 ○
○書記次長、○○書記長
が参加しました。

11
月
22
日
岩
手
医
労
連
は
、

「
岩
手
県
内
の
に
お
け
る
看
護

師
確
保
・
院
内
保
育
所
充
実
及

び
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関

す
る
要
請
書
」
を
県
に
提
出
し
、

そ
の
中
で
看
護
師
の
確
保
対
策

に
向
け
、
看
護
師
の
厳
し
い
労

働
実
態
や
、
院
内
保
育
所
へ
の

補
助
の
増
額
、
介
護
労
働
者
へ

の
処
遇
の
改
善
に
つ
い
て
訴
え

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
要
請
行
動
な
ど
を
通

じ
情
報
を
提
供
し
、
行
政
に
少

し
で
も
、
反
映
さ
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

岩
手
医
労
連
が
県
要
請

岩
手
医
労
連
が
県
要
請

久
慈
支
部
で
も
玄
関
前
署
名

11
・
13
県
民
集
会
で
も

11.13県民集会（教育会館）のロビーで署名を訴えました

医労連・県要請の様子

大幅増員、夜勤改善の
200万署名
がんばってます。

大幅増員、夜勤改善の
200万署名
がんばってます。

大幅増員、夜勤改善の
200万署名
がんばってます。

医労連看護対策委員会が

県看護協会と懇談
医労連看護対策委員会が

県看護協会と懇談
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11
月
６
日
、
北
部

ブ
ロッ
ク
集
会
が
久
慈

市
で
行
わ
れ
、
素
朴

な
風
合
い
が
魅
力
の

焼
き
物
・
小
久
慈
焼

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

作
る
ポ
イ
ン
ト
、
注
意

点
を
教
え
て
も
ら
い
、

お
皿
、
カ
ッ
プ
、
湯
飲

み
な
ど
、
作
り
た
い
物

を
自
由
に
作
成
。
悩

み
な
が
ら
も
お
昼
前

に
は
作
り
終
え
ま
し

た
。
焼
き
上
が
る
の

は
、
１
〜
２
カ
月
先
で

す
が
、
作
る
楽
し
み

に
加
え
て
、で
き
あ
が
り
も
楽
し

み
で
す
。

お
昼
は
、
担
当
の
久
慈
支
部

の
み
な
さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ

た
、
手
作
り
の
芋
の
子
汁
や
デ
ザ

ー
ト
な
ど
に
、
参
加
者
一
同
大

感
激
で
し
た
。

食
後
の
交
流
で
は
、「
誘
わ
れ

て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
参
加
し
た

い
」「
心
の
こ
も
っ
た
、
温
か
い
手

料
理
が
お
い
し
かっ
た
」「
仕
事
以

外
で
集
中
で
き
て
良
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、４
支
部
・
本
部
19

名
が
参
加
し
、
交
流
し
ま
し
た
。

11
月
６
日
（
土
）

浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
で
、
女
性
部
三

陸
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
が

３
支
部
・
本
部
15
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

最
初
に
宮
古
病
院

Ｏ
Ｇ
の
○
○
○
○
○

さ
ん
に
よ
る
講
演
、

「
子
ど
も
た
ち
と
考

え
る
性
教
育
」。
学

校
で
講
演
活
動
を
し

て
い
る
○
○
さ
ん
か

ら
は
、
子
供
の
反
応

や
講
演
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
リ
ア
ル
な
内
容
も

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
春
期
の
子
供
を
持
つ
親
か

ら
は
「
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
」「
正
面
か
ら
話
し
に
く
い

内
容
だ
が
、
機
会
を
見
て
話
し

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

次
は
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
。
ホ

テ
ル
の
方
の
わ
か
り
や
す
い
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
番
大
事

な
こ
と
は
、「
楽
し
く
食
べ
る

こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

最
後
は
支
部
交
流
。
久
し
ぶ

り
に
懐
か
し
い
顔
を
見
る
機
会

と
も
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
。

「
楽
し
か
っ
た
。
次
も
参
加
し

た
い
」
と
い
う
声
も
。
来
年
は

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

北
部小久慈焼きを楽しんで小久慈焼きを楽しんで小久慈焼きを楽しんで

三
陸聞いて、見て、食べてGOOD！聞いて、見て、食べてGOOD！聞いて、見て、食べてGOOD！

名作がズラ～リ

前菜「魚介のタルタル」

最後にパチリ

心も話もはずんで心も話もはずんで
第36回女性部ブロック集会
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青年部

11
月
13
日
〜
14
日
に
７
支

部
・
本
部
合
わ
せ
21
名
の
参

加
者
で
「
中
央
交
流
会
in
シ

ル
ク
ド
ソ
レ
イ
ユ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
す

で
に
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
満
点

で
、
シ
ル
ク
ド
ソ
レ
イ
ユ
に
向

か
う
途
中
も
楽
し
め
ま
し
た
。

入
場
前
に
記
念
の
一
枚
を
撮
り

い
ざ
鑑
賞
へ
！
席
に
座
っ
て
待

っ
て
い
る
と
、
道
化
師
が
登
場

し
観
客
席
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
始
め
、
笑
い
に
包
ま
れ
な
が

ら
開
始
時
間
を
迎
え
ま
し
た
。

道
化
師
が
不
思
議
な
本
の
中

に
吸
い
込
ま
れ
る
と
巨
大
な
カ

ー
テ
ン
が
落
ち
、
幻
想
的
な
ス

テ
ー
ジ
が
登
場
。
歌
に
合
わ
せ

た
、
バ
ト
ン
回
し
に
始
ま
り
、

ロ
ー
プ
や
鉄
棒
を
使
っ
た
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
。
見
事
な
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
に
思
わ
ず
声
が
出
て
し

ま
う
ほ
ど
ス
リ
リ
ン
グ
な
綱
渡

り
や
空
中
ブ
ラ

ン
コ
な
ど
様
々

な
シ
ョ
ー
を

次
々
に
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ

は
、
満
場
の
拍

手
で
会
場
が
包

ま
れ
、
鳴
り
止

ま
な
い
拍
手
に

何
度
も
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
が
登
場

し
て
観
客
に
手

を
振
っ
て
応
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ホ
テ
ル
の
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
を
済
ま
せ
る
と
、
み
ん

な
で
揃
っ
て
夕
食
交
流
会
へ
出

か
け
ま
し
た
。
本
部
青
年
部
委

員
の
司
会
進
行
の
も
と
、
待
っ

て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
張
り
切

っ
て
乾
杯
し
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
た

っ
ぷ
り
の
料
理
を
食
べ
な
が

ら
、
シ
ル
ク
ド
ソ
レ
イ
ユ
の
感

想
や
、
職
場
の
現
状
等
、
色
ん

な
話
題
で
大
盛
り
上
が
り
し
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら

は
、「
シ
ル
ク

ド
ソ
レ
イ
ユ
は

良
か
っ
た
」、

「
良
い
企
画

だ
」、「
次
は
こ

ん
な
企
画
は
ど

う
？
」
等
の
感

想
も
聞
か
れ
、

日
頃
の
忙
し
さ

を
忘
れ
、
楽
し

み
な
が
ら
交
流

す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

来
年
度
の
中
央
交
流
会
は
、

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
」
に

引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
青
年
部

長
・
書
記
長
会
議
」
で
の
意
見

を
基
に
企
画
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
１
月
29
〜
30
日
に
か
け

て
毎
年
恒
例
の
人
気
企
画
「
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会
」

も
開
催
し
ま
す
。

青
年
部
の
目
的
は
楽
し
く
交

流
し
な
が
ら
、
組
合
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
本
部
青

年
部
は
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が
ら

他
の
青
年
部
員
と
も
交
流
を
深

め
ら
れ
る
、
そ
ん
な
企
画
作
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
方

も
是
非
、
次
の
企
画
に
参
加
し

て
み
て
下
さ
い
。
参
加
し
た
方

は
、
他
の
青
年
部
員
も
誘
っ
て

ま
た
、
参
加
し
て
下
さ
い
！

幻想的な演出と最高のパフォーマンスでした！

中央交流会inシルクドソレイユ中央交流会inシルクドソレイユ中央交流会inシルクドソレイユ中央交流会inシルクドソレイユ中央交流会inシルクドソレイユ中央交流会inシルクドソレイユ中央交流会inシルクドソレイユ

ハイレベルのパフォーマンス

夕食交流会でカンパ～イ☆

シルクドソレイユ前での記念写真
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リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を
使

い
、
初
め
て
一
人
旅
を
し
て
伊

東
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
目
的

は
「
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
全

国
集
会
」。「
い
の
け
ん
」
の
存

在
を
初
め
て
知
り
、
私
た
ち
の

職
場
で
の
労
働
安
全
衛
生
活
動

の
遅
れ
を
痛
感
し
、
何
よ
り
も

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
糸
口

を
見
つ
け
た
の
は
大
き
な
発
見

で
し
た
。
メ
ン
タ
ル
不
全
防
止

の
た
め
、
指
導
開
始
!!

南
光
支
部
　
元
気
上
げ
隊

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

次
々
と
課
題
が
多
く
、
消
化
し

き
れ
ま
せ
ん
。
今
回
、
壮
年
部

集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ

な
り
の
年
頃
な
の
で
、
忘
れ
る

こ
と
も
多
く
、
大
変
な
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

宮
古
支
部
　
匿
名
希
望

「
人
員
不
足
だ
か
ら
」
と
、

今
年
は
年
次
の
希
望
を
出
し
て

も
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年

は
年
次
を
と
っ
て
、
今
年
の
分

ま
で
家
族
と
の
ん
び
り
過
ご
す

時
間
を
持
ち
た
い
で
す
。

磐
井
支
部
　
匿
名
希
望

先
日
、
地
元
の
お
祭
り
に
参

加
し
て
、
一
日
中
踊
っ
た
ら
、

筋
肉
痛
で
す
！
身
体
は
正
直
だ

な…
。そ
こ
で
、整
い
ま
し
た
！

秋
祭
り
　
終
わ
っ
て
み
れ
ば

　
湿
布
祭
り
（
字
余
り…

）

大
船
渡
支
部
　
天
照
大
神

食
欲
の
秋
で
す
ね
。あ
れ
も
、

こ
れ
も
と
、
食
べ
る
物
す
べ
て

が
美
味
し
い
こ
の
季
節
に
、
幸

せ
を
感
じ
ま
す
。

大
船
渡
支
部
　
さ
る
ぼ
ぼ

電
子
カ
ル
テ
が
導
入
に
な
り

ま
し
た
。
毎
日
日
勤
は
夜
の
11

時
ま
で
働
い
て
い
ま
す
が
、
予

算
が
無
く
椅
子
は
買
っ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
〜
。
ず
っ
と

立
ち
っ
ぱ
な
し
で
辛
い
で
す
。

中
央
支
部
　
ク
ッ
キ
ー
マ
マ

▼
11
月
10
日
の

朝
日
新
聞
の
６
面

に「
世
界
一
危
険
な

普
天
間
基
地
の
撤

去
・辺
野
古
に
新
し

い
基
地
は
つ
く
ら

せ
な
い
」と
い
う
意

見
広
告
が
載
り
ま
し
た
。普
天
間

基
地
を
空
か
ら
撮
し
た
写
真
は
、

周
囲
に
び
っ
し
り
家
や
学
校
な
ど

が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
▼
広
告
の

左
側
に
協
力
し
た
２
０
０
０
を
超

え
る
団
体
や
個
人
名
が
細
か
い
字

で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。探
せ
な

い
か
な
と
思
っ
て
見
る
と…

あ
り

ま
し
た
！「
岩
手
県
医
療
局
労
働

組
合
」▼
こ
れ
は
、第
１
４
４
回
中

央
委
員
会
に
参
加
し
た
代
議
員

や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、中
央
執
行
委

員
等
に
意
見
広
告
へ
の
カ
ン
パ
を

呼
び
か
け
て
、実
現
し
た
も
の
で

す
。カ
ン
パ
は
最
終
的
に
、２
万
５

千
円
が
集
ま
り
ま
し
た
▼
11
月
28

日
は
沖
縄
知
事
選
。立
候
補
者
の

一
人
、伊
波
洋
一
氏
は
き
っ
ぱ
り

と「
沖
縄
に
基
地
は
い
ら
な
い
」と

言
い
き
り
ま
す
。そ
し
て
沖
縄
県

立
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
問

題
に
つ
い
て
も「
県
立
病
院
は
県

民
の
い
の
ち
の
と
り
で
。そ
の
使

命
と
責
任
を
市
場
原
理
で
捨
て
去

る
こ
と
は
で
き
な
い
」と
話
し
て

い
ま
す
。県
立
病
院
の
あ
り
方
検

討
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
岩
手
県

で
す
が
、こ
の
言
葉
を
ぜ
ひ
達
増

知
事
か
ら
、聞
き
た
い
も
の
で
す

▼
沖
縄
は
先
の
大
戦
で
唯
一
の
地

上
戦
と
な
り
、県
民
の
４
人
に
１

人
が
犠
牲
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

日
本
に
存
在
す
る
米
軍
施
設
の
75

％
が
集
中
し
て
い
ま
す
▼
こ
の
記

事
が
み
な
さ
ん
の
目
に
と
ま
る
頃

に
は
、知
事
選
の
結
果
が
出
て
い

る
は
ず
で
す
。沖
縄
と
全
国
の
な

か
ま
の
総
意
が
沖
縄
知
事
選
の
結

果
と
し
て
現
れ
、そ
れ
が
現
実
に

１
歩
で
も
近
づ
く
事
を
切
に
願
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　 （
い
）

10
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
7
つ
」
に
は
19
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
正
解
で
し

た
。厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

10
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

越
冬
カ
メ
虫（
一
戸
支
部
）、

匿
名
希
望
、
ト
ド（
以
上
、
中

央
支
部
）、
元
気
上
げ
隊
、
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
、（
南
光
支
部
）、

チ
ェ
ッ
ク
・
オ
ン
・
チ
ェ
ッ

ク
、
ド
ス
コ
イ
王
子（
千
厩
支

部
）、
は
な
ち
ゃ
ん
（
大
船
渡

支
部
）、
世
界
タ
ー
ビ
ン
（
釜

石
支
部
）、○
○
○
○
○（
宮

古
支
部
）

十
月
号
パ
ズ
ル



上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。送
り
先

は
〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛

岡
市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
12

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
を
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

◇
理
論
よ
り

　心
を
込
め
る

　感
情
労
働

 

（
看
護
論
）

◇
帰
省
せ
ず

　老
婆
忍
び
つ

　除
夜
の
鐘

 

（
今
年
は
年
越
し
準
夜
で
す
）

◇
電
カ
ル
で

　超
勤
・
パ
ワ
ハ
ラ

　急
上
昇

 

（
看
護
の
質
は
急
降
下
）

◇
祝
日
が

　呪
日
に
見
え
る

　年
末
年
始

 

（
つ
か
れ
目
）

◇
祝
祝
祝

　祝
祝
祝
と

　書
い
て
や
る

 

（
三
交
替
勤
務
者
）

12月の予定
 4日（土） 女性部南部ブロック集会（千厩）

11日（土） 女性部中部ブロック集会（花巻）

18日（土） 拡大支部長会議（岩手県民会館）

20日（月） 看護部会、看護指導監との懇談

1月の予定
 7日（金） いわて労連春闘旗開き（サンビル）

21日（金）～22日（土）

 支部長・書記長会議　　　　　　

 旗開き

 春闘学習会

23日（日） いわて労連評議員会（水産会館）

29日（土） 岩手医労連中央委員会　　　　

 岩手医労連旗開き　　　　　　　　

29日（土）～30日（日）

 県医労青年部スキー・スノーボード交流会

 （安比高原）

斡旋価格1,260円

（絵7枚  A2版
59.4×42cm）


